
 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子どもたちに「本を読む楽しさ」を実感してもらうために毎年以下の企画を行っている。 

本のコンシェルジュ（６年生は夏休み前、１～５年生は冬休み前に福袋の本を渡す） 

●事前準備 

・長期休み前、各児童の読書傾向を参考に選書し人数分の本を抜き出しておく。 

・事前アンケートを取る（興味があるもの、好きな食べ物、遊び、趣味、冒険、歴史などの好み）。 

・宛名を印刷、包装紙を人数分準備（学校のコピー用紙、使用後の包み紙を取っておく） 

●貸出するときは、包装紙の表に①クラスと名前、②本のバーコード番号を記入し、手入力で行

う。中身は、①読んでほしい本、②読後のアンケート用紙を入れる。 

●児童の様子や工夫したところ 

・読書傾向から読書の幅を広げることができる（ひとりひとりを想像し選書している）。 

・児童からは、毎年楽しみに待っている様子（わくわく感）が感じられる。 

●今日は何の日？毎月作成している「毎日が何かの記念日」。その月の誕生日の人には、誕生日 

カード（いつもの冊数プラス２冊借りることができる）を渡している。 

●毎日、何かしらの記念日があるので子どもたちは、興味津々で来館してくる。 

 

 

 

 

  

    大宮北小学校 

 本のコンシェルジュの福袋＆今日は何の日？ 

取組内容・工夫したところ・子どもの様子など 

活動風景 

アンケートの内容→自分では、手に取らない本を読むこと

ができた。知らない本を知るチャンスだと思った。どんな

本が入っているのか、開ける時、わくわくする。など 

包装はコピー用紙の 

包装紙を使用 

 

掲示物 

㊨今日は何の日？ 

㊧スイミーの折り紙。 

㊦季節の難読漢字。 


